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この広報紙は再生紙を使用しています

東日本大震災に係る御見舞金
栃木県議会から本県へ御見舞金が
寄贈されました。　  金額: 30 万円

お知らせ
　次回の、平成23年第4回定例県議会は、12月2
日から12月16日までの15日間の会期日程で開
催される予定です。

　

鶴
岡
正
彦
（
つ
る
お
か
・
ま
さ
ひ
こ
）
氏
は
、

去
る
九
月
二
十
二
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

六
十
四
歳
。

　

鶴
岡
氏
は
、
平
成
五
年
九
月
の
県
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙
（
取
手
市
選
挙
区
）
で
当
選
、
以

来
六
期
、
県
議
会
議
員
の
職
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
広
報
、
保
健
福
祉
、
農
林
水
産
、

決
算
特
別
、
議
会
運
営
、
情
報
、
県
出
資
団
体

等
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

る
と
と
も
に
二
度
に
わ
た
り
県
監
査
委
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

県
議
会
議
員

鶴
岡
正
彦
氏
逝
去

　

七
月
四
日
、
田
山
議
長
は
、
知
事
と
関
係
団
体
代
表
と
と

も
に
、
来
庁
し
た
東
京
電
力
副
社
長
に
対
し
、
原
発
事
故
の

早
期
収
束
や
全
損
害
に
対
す
る
補
償
な
ど
を
求
め
る
申
入
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
五
日
、
正
副
議
長
は
、
栃
木
県
議
会
議
長
と

と
も
に
、
大
畠
国
土
交
通
大
臣
や
関
係
省
庁
に
対
し
、
原
発

事
故
に
伴
う
風
評
被
害
や
放
射
能
被
害
に
関
す
る
緊
急
要
望

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
八
月
二
十
五
日
、
来
庁
し
た
東
京
電
力
社
長
に

対
し
、
改
め
て
抗
議
と
と
も
に
申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
月
三
日
、
田
山
議
長
は
、
知
事
と
と
も
に
、
自
民
党
本

部
や
細
野
環
境
大
臣
な
ど
に
対
し
、
第
三
次
補
正
予
算
編
成

に
当
た
り
本
県
を
東
北
三
県
と
同
様
に
取
り
扱
う
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
県
に
対
し
特
別
交
付
税
と
し

て
百
四
十
億
円
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　
　
　
　
　

県
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

錦
織
孝
一
委
員
（
自
民
）　

立
派
な
社
会
人
を

育
て
る
に
は
、
知
識
だ
け
で
な
く
道
徳
心
も
重

要
で
あ
る
。
教
育
に
お
い
て
、
徳
や
仁
義
礼
智

の
教
育
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
考

え
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

日
本
人
と
し
て
の
心
の
教
育
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
道
徳

教
育
や
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
て
る
子
ど

も
た
ち
の
育
成
の
た
め
、「
い
ば
ら
き
教
育
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
促
進
し
、
た
く

ま
し
く
心
豊
か
な
い
ば
ら
き
の
子
ど
も
た
ち
の

育
成
を
目
指
す
。

（
ほ
か
に
、
被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
の

復
旧
、
震
災
に
伴
う
地
殻
変
動
と
公
共
事
業
の

対
応
な
ど
も
質
問
）

佐
藤
光
雄
委
員
（
民
主
）　

生
徒
が
安
心
し
て

受
験
で
き
る
よ
う
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら

導
入
す
る
新
た
な
県
立
高
校
の
入
学
者
選
抜

制
度
の
選
抜
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

中
学
校
で
の
進
路
相
談
時
の
参
考
に

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
特
色
選
抜
の
実
施
予
定

校
が
そ
の
概
要
を
夏
休
み
の
体
験
入
学
や
学
校

説
明
会
な
ど
で
説
明
で
き
る
よ
う
、
例
年
十
月

に
公
表
す
る
具
体
的
な
選
抜
方
法
の
う
ち
、
特

色
選
抜
に
つ
い
て
は
、
予
定
と
し
て
七
月
に
公

表
す
る
。
一
日
で
も
早
く
公
表
で
き
る
よ
う
最

大
限
努
力
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
河
川
・
湖
沼
の
堤
防
整
備
、
福
祉

避
難
所
の
整
備
推
進
な
ど
も
質
問
）

先
﨑
光
委
員
（
自
民
）　

風
評
被
害
対
策
と
し

て
東
京
銀
座
に
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
黄

門
マ
ル
シ
ェ
が
今
年
七
月
に
開
設
さ
れ
た
が
、

品
ぞ
ろ
え
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
方
法
な
ど
、
Ｐ

Ｒ
方
法
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
長
期

の
支
援
が
必
要
な
た
め
期
間
限
定
で
は
な
く
常

設
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

一
定
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

効
果
は
あ
っ
た
が
、
集
客
・
売
上
な
ど
で
課
題

が
あ
る
た
め
品
目
の
充
実
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
や
集
客
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を

行
う
。
開
設
期
間
は
来
年
一
月
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
、
常
設
化
は
そ
の
効
果
・
実
績
を
見
た

う
え
で
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
救
急
車
や
夜
間
・
救
急
医
療
の
不

適
正
利
用
対
策
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

平
成
二
十
三
年
度
で

終
了
と
な
る
健
や
か
こ
ど
も
基
金
や
介
護
基

盤
・
処
遇
改
善
等
臨
時
基
金
で
は
、
保
育
所

整
備
や
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
事
業
、
介
護
職
員
の
賃
金
引
き
上

げ
な
ど
、
福
祉
や
医
療
の
充
実
に
欠
か
せ
な

い
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
基
金
事
業

の
こ
れ
ま
で
の
効
果
と
継
続
の
見
通
し
は
。

知
事　

保
育
所
整
備
に
よ
る
待
機
児
童
数
の

減
少
や
女
性
や
子
ど
も
た
ち
の
疾
病
予
防
、

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
と
も
国
に
対
し
、
事
業

の
継
続
や
財
政
支
援
を
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
の
災
害
復
旧

支
援
、
災
害
に
強
い
河
川
整
備
な
ど
も
質
問
）

萩
原
勇
委
員
（
自
民
）　

本
県
農
業
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
高
い
品
質
の
農
産

物
を
生
産
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
で
低

下
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
回
復
が
大
事
だ
と
考
え

る
が
、
新
た
な
茨
城
農
業
改
革
大
綱
の
も
と
、

ど
の
よ
う
に
施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

経
営
感
覚
の
醸
成
に
よ
る
「
儲
か
る

農
業
」
の
実
現
、
新
規
就
農
者
の
定
着
を
促

進
す
る
た
め
の
細
か
な
支
援
、
農
業
の
六
次

産
業
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
て
い
く
。
消
費

者
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
、
農
産
物
の
放

射
性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
的
確
に
情
報
発

信
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
発
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
、

地
産
地
消
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
）　

茨
城
県
長
期
水

需
給
計
画
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
開
発
な
ど
を
前

提
と
し
、
水
需
要
予
測
が
過
大
で
あ
る
。
人

口
の
減
少
予
測
や
給
水
量
実
績
か
ら
見
て
も
、

需
要
増
加
は
見
込
め
ず
、
ま
す
ま
す
実
態
と
か

い
離
す
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
見
直
し
は
。

知
事　

需
要
予
測
は
、
県
総
合
計
画
の
人
口

予
測
、
井
戸
か
ら
水
道
へ
の
転
換
、
節
水
機

器
の
普
及
な
ど
を
踏
ま
え
、
学
識
経
験
者
に

よ
る
検
討
委
員
会
を
通
じ
て
客
観
的
に
推
計

さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
国
が
行
っ
て
い
る
八
ッ
場
ダ
ム
事

業
の
検
証
結
果
も
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資

格
証
明
書
、
減
免
制
度
な
ど
も
質
問
）

山
岡
恒
夫
委
員
（
自
民
）　

シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
の
よ
う
に
優
れ
た
新
品
種
の
開
発
は
、

若
い
農
業
者
が
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
農

業
の
将
来
を
描
け
、
生
産
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
る
。
今
後
期
待
さ
れ
る
品
種
は
。

農
林
水
産
部
長　

イ
チ
ゴ
の
「
い
ば
ら
キ
ッ

ス
」
は
と
ち
お
と
め
よ
り
も
糖
度
が
高
い
。

果
肉
が
柔
ら
か
い
た
め
、
パ
ッ
ク
方
法
の
改

良
や
直
売
の
特
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ギ
ク
で
は
七
・
八
・
九
月
の
需
要
時
期
に

合
わ
せ
出
荷
で
き
る
九
品
種
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
色
も
白
、
黄
に
赤
紫
が
加
わ

り
、
一
層
の
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

（
ほ
か
に
、
科
学
技
術
の
振
興
、
物
流
戦
略
、

圏
央
道
沿
線
地
域
の
活
性
化
な
ど
も
質
問
）

大畠国土交通大臣（当時）に要望書を手渡す
田山議長（右から2人目）と飯塚副議長（右端）

予 算 特 別 委 員 会

錦
織　

孝
一　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

佐
藤　

光
雄　
（
民　
　

主　
　

党
）

先
﨑　
　

光　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高
崎　
　

進　
（
公　
　

明　
　

党
） 

萩
原　
　

勇　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

大
内
久
美
子　
（
日
本
共
産
党
）

山
岡　

恒
夫　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

●
質
問
者

月日 曜 議 事 予 定

12. 2 金 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

3 土

4 日

5 月 議案調査

6 火 議案調査

7 水 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

8 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

9 金 常任委員会

10 土

11 日

12 月 常任委員会

13 火 東日本大震災復興・
元気ないばらきづくり調査特別委員会

14 水 決算特別委員会

15 木 議事整理

16 金 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）


